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   開     議 

 

 

○町田義昭議長 おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 本日の会議に欠席の通告議員はございません。

よって、ただいまの出席議員は定足数に達して

おります。 

 本日の会議は、配付しております議事日程第

４号をもって進めます。 

 

 

 日程第１ 市政一般に関する質問 

 

 

○町田義昭議長 日程第１、市政一般に関する質

問を昨日に引き続き行います。 

 それでは順次、ご指名いたします。 

 

 

 竹田博一議員の質問 

 

 

○町田義昭議長 順位９番、議席番号１番、竹田

博一議員。 

  （１番竹田博一議員登壇） 

○１番 竹田博一議員 おはようございます。 

 私は本定例会に当たり、通告している２点に

ついて質問させていただきますので、よろしく

お願いします。 

 名古屋市の河村市長は、減税の実施と議員の

定数、報酬を半減すべく提案し、議会と対決し

ました。その結果はご存じのとおり、市民の後

押しもあって、議会の解散、そして選挙になり、

定数も報酬も大幅に減ずることになろうとして

おります。 

 私は、本市においても財政の健全化を図るた

めの、そして市民の目線に立ち、一般職までも

給与カットしている現在、議員こそ率先して報

酬カットに取り組むべきものと思っております。 

 それでは質問に入ります。 

 １番目の婚活支援事業について、市長、そし

て婚活サポート委員でもあられる副市長にお伺

いいたします。 

 施政方針の中で、３万人都市復活を目指して、

２億9,800万円余りの予算を重点配分されまし

た。市の人口数というのは、すなわち市の勢い、

力のバロメーターをあらわしているものであり

ます。その点では市長の意気込みが感じられる

ところです。 

 そして、市民からの大事な税金を、より効率

的に使うことが最も大事なことだと考えます。

私が子供のころは、農村社会であるように、農

業を営んでいる家庭がほとんどでありました。

機械などもほとんどなく、馬や牛を使って田畑

を耕し、生活においても車、テレビ、電話、水

道もなく、今では考えられない自給自足的な生

活だったと思います。 

 一方、ふだんの生活を見ますと、金はないけ

れど比較的のんびりして、心のゆとりみたいな

ものがあったように思います。そして、そこに

は必ずいい面でのおせっかい的な仲人をする人

があちこちにおりました。一生のうちで３回仲

人を成功させれば一人前とも言われていたよう

でした。 

 しかし、時代が進むにつれ世の中がせわしく

なり、会社勤めの人が多くなり、最高のボラン

ティアである仲人が激減してしまいました。手

間のかかる、そして成るか成らないかわからな

い仲人は姿を消しつつあります。 

 また、恋愛結婚が多くなったことも原因の一

つと考えられます。しかし、皆が恋愛結婚がで

きるとは限りません。不幸にして家の事情や消

極的な内気性格のため、タイミングなどを逃が 


